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論 文 の 要 旨 
 
 本論文は、ヘイトスピーチの現状に着目し、日本のインターネット掲示板「2ちゃんねる」と韓国の「日刊
ベスト貯蔵所」(以下、イルベ)という保守志向のインターネット掲示板を分析し、ヘイトスピーチや保守志向
のナショナリズムが発生するメカニズムの持つ要因について考察したものである。 
 本研究はまず日韓両国のインターネット・コミュニティにおいて「リベラル」な書き込みが受け入れられな
くなった原因の究明からスタートした。2000 年代中盤までリベラルだった韓国のインターネット・コミュニ
ティが、2010年以降、徐々にリベラルではなくなったという世評を検証し、また日本でも同時期に起こった、
戦後民主主義的価値観を共有するリベラル派とネット右翼層との対立の状況を調査した。その結果、インター
ネットにおける右傾化現象と共に、マイノリティに向けたヘイトスピーチ現象が日韓両国の社会において問題
となっていることが明らかになり、欧州におけるヘイトスピーチ現象との類似点も考察した。 
 ヘイトスピーチが生み出される背景について多くの先行研究では、長期不況による「経済不安要因説」が主
要な論点として挙げられている。これは大規模な移民や難民を受け入れてきた欧米の現状との関係がある。欧
米の研究においては、反移民を唱える極右政党やこれを支持する層を他者と排除する傾向があり、いままでの
日韓の研究においても欧米の研究が持つ傾向をそのままフォローしている。経済不安は、欧米及び日韓の先行
研究においてもヘイトスピーチ現象を分析する重要な要素として用いられてきたが、本研究では、経済不安と
併せて日韓両国の社会が持つ個別的要因にも着目し、混合型ヘイトスピーチ要因という枠組みを用いて、この
現象を解釈した。 
 本研究は「2ちゃんねる」掲示板と「イルベ」掲示板を研究対象とし、「2ちゃんねる」掲示板では「東ア
ジア news+板」と「ハングル板」、「イルベ」掲示板では「政治日刊ベスト板」をそれぞれ分析対象として設定
した。 また、本論文で収集したデータを定量的分析と定性的分析の 2つの方法を用いて、その順番で分析を
行った。 
 研究課題を 4つ設定し、これを本研究の研究目的とした。RQ1は、日本のインターネット掲示板「2ちゃん
ねる」において、特定人物のみがスレッドを立てられる掲示板と誰でもスレッドを立てられる掲示板の間で、
コミュニケーションにおいてどのような相違があるかを明らかにするものであった。分析の結果、両掲示板と
も収集したデータの時期に応じて、日韓中首脳会談に関する議論が重要な議題となっていたが、その取りあげ
られ方については、それぞれの掲示板にそれぞれ異なる傾向があることが明らかになった。また、一方、では
保守系新聞の記事の本文をそのまま転載することが多いということが明らかになり、取りあげられるトピック
が保守右派系の新聞の設定する議題と類似することがわかった。本研究で日韓中首脳会談に関する報道におい
て日韓両国の保守右派系の新聞は、相手国とのコンフリクト構図を扇動する傾向が見られた。また片方では、
反マスメディアの風潮が根強く浸透していることも検証できた。こちらではマスメディアによって設定された
議題とは異なる議題を設定し、ここでは既存のメディアへの不信感が存在することが検証できた。 
 RQ2 は、「イルベ」掲示板においてどのような物語が主流であるかを明らかにするものであった。分析の結
果、この掲示板では、「成長主義」や韓国の特定地域の覇権主義、「反共・反北主義」が主流であることが検証
できた。韓国の保守政党はこの 3つの主張とよく結びつけられており、韓国では経済政策における成長主義、
対、分配主義、外交政策及び安全保障政策における反北政策、対、親北政策が、保守、リベラルを区分する主
要な対立軸になってきた。その上で地域対立による政治構造、保守政党やリベラル政党の支持基盤が保守とリ
ベラルを区分するもう一つの主要な軸となっていた。「イルベ」掲示板における物語は保守政策をそのまま踏
襲しており、上記 3 つのフレームによって形成されていた。RQ1、2 に基づき次の 2 点に要約できる：１）日
韓両掲示板のユーザーの関心は主に庶民の生活感覚に密着した物語とは切り離された国家や理念といった問
題への関心を示している、２）日韓両掲示板のユーザーは、貧困や失業などの問題を自己責任や自助努力等、
個人の問題としている。 
 RQ3は、日韓両掲示板における不満のはけ口の共通性を明らかにすることであった。分析の結果、日韓両掲
示板におけるヘイトスピーチの対象は一見すると互換性がないように見えたが、日本における在日韓国人への
憎悪と韓国で見られる特定地域の人々に対する憎しみの本音の部分には、「左翼的なもの」への嫌悪という共
通項があるということが解明できた。 
 RQ4は、「2ちゃんねる」と「イルベ」の思考体系や心理的メカニズムで日韓両国のヘイトスピーチ現象を
解明することであった。RQ1、2、3で得られた結果を踏まえて、これらの掲示板の思考体系の背景にはどのよ
うなメカニズムがあるのかを解き明かし、日韓両国のヘイトスピーチのコンテキストをみるものであった。 
 本論文から得られた分析結果を踏まえて、日韓の両掲示板を読み解く中で 2000年代という時代のコンテキ
ストは、ヘイトスピーチ現象を解明する上で極めて重要な意味を持つことがわかった。2000 年代では１）グ
ローバル経済あるいは自由経済がもたらした負の側面からヘイトスピーチ現象を俯瞰する必要があった。2000
年代のグローバル資本主義により、福祉国家は行き詰まりを迎え、このような状況の中で、日韓では人権と寛
容などの民主主義の普遍的価値概念を否定する形でヘイトスピーチが噴出した。表面的に現れた対象に対する
排除には、民主主義の在り方を改めて問い直す問題とともに、日韓それぞれの社会に横たわる社会課題がその
本質にある。 
 韓国では 1987年の民主化運動と大統領直接選挙制実現を目指した憲法改正の結果誕生した「87年体制」と、
1997年のアジア通貨危機を契機に政治主導型経済体制から市場中心型経済体制へと転換した「97年体制」に
関する言説が「イルベ」掲示板に現れていた。「87 年体制」が持っている本質的な矛盾が、「イルベ」掲示板
で扱われていた。また日本では、2ちゃんねるユーザーは社会保障や福祉を優先する民主党の経済政策を激し
く批判していた。グローバル化と金融危機により、社会保障改革や税制などの問題について「2ちゃんねる」
掲示板で論争となった。格差社会や日本の経済問題が抱える様々な矛盾、過去のバブル期からもちこされた諸
問題と共に、「戦後民主主義」「左翼」への懐疑と日韓両国の間に残っている植民地支配責任の清算問題は、ヘ
イトスピーチ言説へと導く一因であると本研究は論じた。グローバル資本主義により、民主主義が持っている
普遍的な価値理念が揺らぐことにより、日韓の両掲示板において民主主義の在り方を改めて問い直す声が高ま
り、それがヘイトスピーチの形で現れた。さらに反グローバリズムとナショナリズムの潮流は、ネット右翼と
いう現象を生み出した。すなわち反グローバリズムとナショナリズムを隔てる境界は曖昧になり、より複雑な
様相を呈するようになってきていると検証した。 
 日韓両掲示板におけるヘイトスピーチは、「左」の思想が自分たちの不満を代弁してくれていないという怒
りの現れであるが、不満を在日韓国人や韓国内の特定地域の人々にぶつけたと言えるだろう。日本では戦後民
主主義、韓国では 87年体制以降の民主主義への反動から生まれたという点で、「2ちゃんねる」と「イルベ」
掲示板においてヘイトスピーチが起きたというのが本研究の結論である。 
 
  
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 本論文は、日本のインターネット掲示板「2ちゃんねる」と韓国の「イルベ」という保守志向のインターネ
ット掲示板を考察する上で先駆的な研究である。両国のマイノリティや弱者が直面する様々な問題を明らかに
するとともに、インターネット空間における人と人の間のネットワークの中の負の側面やコミュニティー内の
コミュニケーション活動とその結果を、ダイナミックかつ丁寧に考察する力作となっている。 
 著者は、ヘイトスピーチという本研究テーマに関連する先行研究の基礎調査において、真摯な努力を費やし
ている。それらの文献は本論文における著者の主張を裏付ける重要な資料として論文全体において十分活用さ
れている。このように、自らの研究に対して著者が示した熱意は、今後、研究者としての資質を示すものとし
て、高く評価できる。 
 また本論文は、インターネット・コミュニティの掲示板などの定性的な手法による分析と内容分析、推測統
計学を用いた実証的手法など、定量的・定性的研究法を乖離させることなく融合させており、特筆に値する。 
 本論文の大きな功績は日韓両国のインターネット・コミュニティの比較とヘイトスピーチの実態を明らかに
したこと、そしてネット空間内で日常的な談話という交流を通して、ネット空間がいろいろなものに対する反
動としての働きがあることを明らかにしたことである。これにより、本論文は、インターネット・コミュニテ
ィの問題を指摘する従来の研究とは一線を画し、新たな知見をもたらしている。本論文の手法は、今後複数の
国のネットコミュニティを分析する際、研究の範ともなりうるものである。 
 審査員からは、本研究の過去の研究による分類を更に細分化すべきであったことや、民主主義の捉え方を異
なるものにすべきであったこと、思想体系のメカニズムの説明方法に対する質疑があり、著者からの応答があ
った。また、本論文の残された課題としては、定量的な研究部分やネット空間外のヘイトスピーチに関する独
自の視点やさらに深い考察の余地があるだろう。しかしこれは、本論文の高い学術的価値ゆえに期待される今
後の課題であり、著者の洞察力や研究者としての将来性がこの論文に示されているとの指摘があった。 
 
２ 最終試験 
 平成 30年 5月 23日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合格
と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会科学）の学位を受ける十分な資格を有
するものと認める。 
